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1．はじめに

講演要旨は，原則，提出された原稿ファイルをそのまま使用します。この文書は，講演要旨原稿の作成要領ですので，原稿作成前に必ず目を通してください。また，講演要旨の原稿書式のひな型ともなっておりますので，原稿テンプレートとして利用できます。講演要旨原稿の作成に際しては，本テンプレートをダウンロードし，MS Wordで編集することを推奨します。本テンプレートに設定された余白などを変更した場合，正しく表示されない場合がありますのでご注意ください。
なお，ご提出頂く講演要旨の電子ファイルは各自でPDF化して頂き，以下の2点をご留意頂いた上で提出下さい。
・　PDFファイルのサイズは10MB以下（厳守）
・　フォントの置き換わりや文字化けを防ぐためPDF作成時にフォントを埋め込む
2．原稿の作成方法
 (1)
用紙レイアウトとスタイルは次の通りとする。
・ 用紙サイズ：A4版
・ 左右余白約20 mm，上下余白約25 mm
・ 1行約25字×約48行，2段組（中央約6 mmあける）
・ 文字サイズ：本文は9ポイント，表題だけ14ポイント
・ フォント種類：和文は明朝体フォント，英数字は”Times”，”New Times Roman”，”Century”など基本的なフォントを使用すること。ただし，表題と節タイトルはMSゴシック。文字化けの可能性があるので，機種依存フォントの使用は避けること。
 (2)
表題，所属（機関・会社名等），著者名は上から3 cm程度の範囲内に1段組で入れる。ただし，表題は，上から8 mmあけて中央寄せで書く。所属・著者名は右寄せで記入する。なお，所属はできる限り略記する。
 (3)
本文は，著者名を記入した次の行を両段通して空白とし，左段から始める。
（注）この位置が最下段となります。
 (4)
図表は，右段の図表の例を参照し，適当な位置に，はみ出さないように貼り込む。図表や写真等はカラーでも可。
 (5)
枠は用紙に書き込まない（残さない）。欄外には何も書かない。

 (6)
原稿の長さは，1ページとする。

 (7)
その他，文献の引用等については，資源・素材学会『Journal of MMIJ』原稿の書き方（URL: https://www.mmij.or.jp/publication/main/journal-of-mmij/toukouhowto）に準拠する．
〔図表の例〕
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図1　圧裂引張強度と温度の関係
	
	Glide plane
	a
	B　(K)

	Yield stress
	Basal
	0.65
	5.2×103

	
	Non-basal
	0.14
	1.7×103

	Tensile strength
	Non-basal
	0.24
	4.8×103


表1　氷単結晶の降伏応力と引張強度に対する
a,　Bの値
（注）この位置が最下段となります。

